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第４回日本TRIZシンポジウム  発表 和文論文の書式    (書式F) 
副題 (もし必要なら) 

著者1氏名 (所属機関名) 、 著者2氏名 (所属機関名) 
中川  徹 （ＮＰＯ法人　日本ＴＲＩＺ協会)

概要  

ここに概要を、200～300字程度で記述する。この文書は、第４回日本TRIZシンポジウム (2008年 9月10日～12日、ラフォーレ琵琶湖) での発表のための和文論文 (Full paper) の書式を示したものであり、著者が論文原稿を執筆する際のテンプレートとすることを意図したものである。和文論文 (Full paper) の提出は随意事項であり、和文のスライド (およびオーラル発表の場合に英文スライド) が必須事項 であることは留意されたい。和文の論文原稿が提出された場合には、著者の希望に基づき、『Proceedings』に (和文スライドの代わりに) この論文原稿を印刷し、公表・配布する。本書式をテンプレートとして使用すると、論文原稿を指定書式に従ってスムーズに作成することができる。
1. はじめに

ＮＰＯ法人　日本ＴＲＩＺ協会が主催する第4回TRIZシンポジウム (2008年9月10日～12日、ラフォーレ琵琶湖) のための、発表最終原稿の提出要領は、「一般発表の募集について」の文書 (2008年2月20日) [1] に掲載している。この文書は、日本TRIZ協会の公式ホームページ [2] に掲載しているので、参照されたい。

本シンポジウムでは、発表形態が多様である (招待講演、チュートリアル、一般オーラル発表、ポスター発表) ことと、国内だけでなく、海外からの発表と参加があることが特徴である。オーラル発表に際しては、和・英両方のスライドを並行投影し[なお日本語だけにするセッションもある]、また『Proceedings』も国内参加者用 (原文+和訳版) と海外参加者用 (英文版) とを作成し、当日配布する。これらのために、それぞれの発表で準備すべき文書がいろいろ複雑であるが、上記の募集要項 [1] および 6月初旬に各著者に送付する予定の「最終原稿執筆要領」[3] を参照して、準備していただきたい。

 以下にこの論文原稿に関わる部分を中心にして、その要点をまとめておく。

· 発表の最終原稿提出段階で必要となる文書等のセットは、オーラル発表 (招待および一般応募) の場合とポスター発表の場合とで、大きく異なる [1]。

· また、海外からの参加者の場合 (英文だけで提出) と国内参加者の場合 (和文および英文で提出) の場合とでも異なる。ここでは国内参加者向けに記述する。

· 発表論文概要(和文)、同英訳、および発表スライド (和文)は、いずれの発表形態の場合にも必須であり、著者の責任で作成・提出されたい。

· 発表スライドの英訳版は、オーラル発表和英同時投影セッションでは必須、オーラル発表和文のみのセッションでは紹介スライド (2～4枚) のみ必須、ポスター発表では紹介スライド (2～4枚) のみ必須である。基本的に著者に英訳していただきたいが、申し出があればシンポジウム事務局が英訳サポートを行う。

· 発表論文を Full paper (論文形式の原稿) の形で提出することは、(必須ではなく) 著者の随意であるが、シンポジウムとしては歓迎する。和文/英文のどちらでもよく、また、両方でもよい。

· Full paper の形で提出された原稿は、招待講演の場合にはスライド形式のものと共に印刷するが、一般発表 (オーラルまたはポスター) の場合には、Proceedingsに印刷するのは、スライド形式かFull paperかのどちらかとし、著者がその指定を行う。

· Full paper の書式は、発表の形態に関わらず同一とする。そのテンプレートが本文書である。

· 和文のFull paper は、本テンプレートの書式 (A4 2段組) で、最大 8ページとする。等倍で印刷する。[なお、英文の書式は A4版 2段組で最大10ページとする。]

· 図や表もこの文書書式の中に組み入れるものとする。モノクロの等倍印刷で鮮明であるように、著者が作成するものとする。

· このテンプレートは、論文概要のテンプレートと基本的に同じであり、記述すべき項目と長さが違うだけで、書式指定そのものは共通である。

2. テンプレート中の書式指定について

2.1  ページ寸法と余白

本文書はつぎの書式指定を使っており、各著者は変更せずにそのまま使用されたい。

· ページ寸法:   A4 (210 mm x 297 mm)。

· 余白:   上 22 mm, 下 18 mm, 左 18 mm, 右 18 mm 。

· 複数ページレイアウト:  なし

· 段組:   表題部のみ 1段組、本文全体は 2段組。

· 行数・文字数指定:   50 行、標準文字幅

· ページ数制限:  最大 8 ページ

2.2 表題および概要部分

第1ページの上半分の記述内容と書式は、すでに発表申込み時に作った「論文概要」の対応部分の記述内容と書式と同じである (コピーしてもよい)。この部分には以下のものを含む。

· 表題

· 著者 (所属機関) 

· 概要の見出し

· 概要の記述テキスト: 約200～300 文字で記述のこと

これらの項目のために、それぞれ下記の書式指定を用いる。

· TRIZシンポ-表題:  MS Pゴシック、14ポ、太字、中央配置

· TRIZシンポ-著者(所属): MS Pゴシック、12ポ、太字、中央配置

· TRIZシンポ-概要見出し:  MS Pゴシック、12ポ、太字、左配置、左インデント  50ポ 

· TRIZシンポ-概要テキスト:  MS 明朝、10ポ、細字、左右配置、左インデント 50ポ、右インデント 50ポ。

2.3 節および見出し

節およびその下部構造を階層的に構成することが推奨され、そのために階層的に番号づけた節見出しを、下記の例のように作ることが推奨される。

1.  節            見出し1 の書式による

1.1  小節         見出し2の書式による

1.1.1  細部の節   見出し3の書式による

   または (a)(b)(c) あるいは (1)(2)(3)など
    を使うとよい。見出し3の書式による。

これらの見出しのために、それぞれつぎのような書式指定を使う。

· TRIZシンポ-見出し1 : MS Pゴシック、12ポ、太字、左配置、ぶら下げ

· TRIZシンポ-見出し2: MS Pゴシック、10.5ポ、太字、左配置、ぶら下げ

· TRIZシンポ-見出し3: MS Pゴシック、10ポ、細字、左配置、ぶら下げ

これらの見出しの前後には、空白行をつぎのように挿入することを標準とする。

· 見出し1、  前に 1行、後ろに 1行の空白行

· 見出し2、  前に1行の空白行、後ろに空白行なし

· 見出し3、  前にも後ろにも空白行なし

2.4  本文のテキストと箇条書き

通常の本文テキスト、および箇条書きのテキストは以下の書式指定を使う。

· TRIZシンポ-標準: MS 明朝、10ポ、開始行字下げ、両端揃え

· TRIZシンポ-箇条書き1: MS 明朝、10ポ、左インデント、開始行ぶら下げ、箇条書き文字(ドット)

なお、必要に応じて、段落の字下げを行ってよい。

また、段落間に空白行を挿入してもよいし、しなくてもよい。著者が全体の読みやすさとスペースの有効活用とのバランスで判断されたい。

2.5 図および表

(1) 図および図のキャプション

図を使用する場合には、テキスト中に埋め込むこと。図中の文字は、MSゴシック (またはArial9 のフォントとして、10ポ以上を使い、明瞭に読めるものとすること。図のキャプションを図の下に置く。その書式指定は,

TRIZシンポ-図キャプション: MS明朝、10ポ、太字、中央揃え

 『Proceedings』はモノクロで印刷するので、カラーの図ではその色の指定に注意すること。必ずモノクロ印刷を予めテストして、色の濃度を調整しておくこと。(ただし、モノクロの色の諧調は設定によりいろいろ変わるので、著者の意図と異なることがある。)

例として、下記の図1に本シンポジウムのシンボルマークを示す。
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図1. TRIZシンポジウムのシンボルマーク

(2) 表と表の題名

表もまたテキスト中に挿入して示すのがよい。表の題名は表の上に示す。その書式指定は以下による。

· TRIZシンポ-表題名: MS明朝、10ポ、太字、中央揃え

例として、表1に第1回～第4回のTRIZシンポジウムの概要をまとめて示す。

表1.  4年間のTRIZシンポジウムのまとめ

	
	期日
	場所
	参加者(内海外)
	発表

(内海外)

	第1回
	2005年 9月1-3日
	ラフォーレ修善寺、静岡県中伊豆市
	104
 (4) 
	22 (3)

	第2回
	2006年 8月31日 ～9月1日
	パナヒルズ大阪、大阪府吹田市
	157 (18)
	36 (11) 

	第3回
	2007年 8月30日～9月1日
	東芝研修センター、横浜市
	202 (10)
	36 (11)

	第4回
	2008年 9月10日～12日
	ラフォーレ琵琶湖、滋賀県守山市
	
	


図や表の挿入に際して、その段内におさめるのが標準であるが、必要に応じて、2段抜きにしたり、あるいはテキストを左右に回り込ませてもよい。これらの配置は本文テキストの増減に伴ってレイアウトが変わることがあるので、指定のしかたに注意すること。

2.6 略号と略称

広く一般に使われている場合 (例えば、CAE、AI、TRIZなど) を除いて、略号・略称を使う時には、その正式名称を最初に記述すること。例えば、「賢い小人たちによるモデリング法 (SLP )」、「USIT (統合的構造化発明思考法)」など。

2.7 数式

数式もファイルに入力すること。数式は (番号) の形式で番号づけをすること。式中では、SI単位系を使うこと。下記に数式の例を示す。
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2.8 参考文献

参考文献は、その引用箇所に [ ] 番号で示し、その出現順に番号をつけて、論文の末尾にまとめて掲載すること。その書式指定はつぎのものを使う。

· TRIZシンポ-文献: MS明朝、9ポ、先頭行ぶら下げ、左揃え

なお、本、雑誌論文、本の章、URL などの各場合に記述すべき項目とその基本の順番を、本文書の末尾の参考文献の項目に示した。

3. 原稿の内容構成

3.1 内容の構成

論文原稿の内容として、各項目を次の順番に並べること。ただし、( )内は随意のものである。

· 論文の表題

· 著者氏名と所属機関

· 概要

· 序

· 本論を構成するいくつかの節

· 結論

· (謝辞)

· 参考文献

· (付録) 

なお、著者略歴はこの論文原稿には含めない。(英文の論文概要の書式の末尾には含めている。)

4. 最終原稿の提出手続き

4.1 提出手続きの概要

最終原稿の提出手続きは、概要以下のようである。詳しくは、「発表募集要項」[1]を参照のこと。

· 論文原稿 (和文、Full paper) をこの書式 (書式 F) をテンプレートとして作成する。図や表も作成のこと。

· 和文では、論文概要 (書式B)、発表スライド (D) (ポスター発表のときは、ポスター紹介スライド(D2)も含む) を作成すること。これらは必須である。

· 英文で、論文概要 (書式 C)、(オーラル発表和英同時投影のとき) 発表全スライドまたは (オーラル発表日本語セッションの場合とポスター発表のとき) 紹介スライドの英訳を作成すること。これらは必須であるが、事務局に英訳サポートを申し出ることができる。

· 英文の論文 (Full paper) (書式G) は随意である。

· 論文提出の書式 (書式A) を記入すること。

· これらすべての書式をファイル添付して、電子メールで提出する。

· メールアドレスは:  jts-sympo@triz-japan.org

· 締切:  2008年 7月28日 (木) 18:00 

· なお、発表者はこの日までに参加登録をすること。

· なお、英訳を自分で行う場合には、その旨を伝えると、英文スライド(D) および英文論文 (G) の締切が 8月4日(月)まで猶予される。

4.2 ご協力のお願い

 (a) スライドを分かりやすく作っていただきますとともに、論文 (Full Paper) の作成もできるだけお願いいたします。スライドは、発表を聞きながらだと分かりやすくても、話を聞かずに読むと十分に伝わらないことがあります。この点、論文の文章の方が独立して分かる良さがあります。

 (b) 本シンポジウムでは、基本を国内向けとし、同時にできるだけ国際性を持たせるために、努力をしております。著者の皆さんには、和文の原稿だけでなく、英訳の原稿をもいろいろとお願いしておりますが、どうぞよろしくお願いいたします。海外でのTRIZの発展を吸収するためには、海外発表者/参加者に喜んで来てもらうことが大事で、そのためには、日本でのTRIZの活動内容を伝え、彼らに理解・満足してもらうことが必要なのです。

 (c) 著者の皆さんからの原稿を受け取った後で、事務局は、夏休みの短期間で、英和翻訳をし、和英翻訳支援をし、和文・英文のProceedingsを編集・印刷せねばなりません。これらの作業をスムーズに行えるように、著者の皆さんが最終原稿を期日までに (できるだけ早く) 提出下さいますよう、ご協力をお願いいたします。

5. 結論

この文書をテンプレートとして使うことにより、TRIZシンポジウムのための論文原稿を、シンポジウムの規定に従った書式に速やかに作成することができる。
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